
「北海道妊婦・子育て世帯優先マーク」の公募作品に係る評価検討会 

議事概要 

 

１ 優先マークの募集状況等について 

  事務局より優先マークの事業概要、道内子育て支援拠点へのアンケート結果、デザイ

ン公募及び選考方法等の概要について、説明を実施した（資料 2）。構成員からの御意見

等は特段なく、事務局からの概要説明を終了した。 

 

２ 各構成員の採点状況について 

  事務局より採点状況の概要等について、説明を実施した（資料 3-1及び 3-2）。座長よ

り、事前採点にあたっての考えを聞かせいただき、構成員の皆様の御意見も踏まえて、

道において道民投票を実施すべき作品を決定させていただく旨、補足説明を実施した。

構成員からの主な意見は次のとおり。 

 

≪構成員の主な意見概要≫ 

 

 

３ 道民投票について 

  事務局より、道民投票の実施概要について、実施理由等を説明するとともに、投票方

法の概要等について、説明を実施した（資料 4）。構成員からの御意見等は特段なく、事

務局からの概要説明を終了した。 

 

４ その他 

  座長より、評価検討会全体を通じて、構成員へ意見照会を実施した。構成員からの御

意見等は特段なく、評価検討会を終了した。 

（了） 

・上位 10作品は、どれも素晴らしい作品であるが、遠くから見た際に、何を表しているのか

わかりにくい作品がある。 

・マークとして成立させるためには、よりシンプルな作品が望ましい。 

・配色について、一部色弱の方には同系色に見える作品もあるので、採用後の配色の変更等

が提案できるといい。 

・配色は、少し手を加えさせていただくことを前提に、道民投票を実施するのがいいのでは

ないか。 

・採点すべき論点に迷う点もあったが、道路塗装等で露出していくことも想定し、見やすい

デザインがいいと考えた。 

・家族をモチーフにした場合、シングルマザーの方などは、どんな印象を受けるか疑問があ

る。 

・どのような世帯をイメージしたらよいか迷ったが、父・母・赤ちゃんがいる世帯を基準に

選定した。 

・母のみの育児がイメージされない作品、男女共同の子育てがイメージできる作品を選定し

た。また、シングルマザーのみならず、同性カップル等の家族もいることを踏まえ、父親

ではあるが、男性男性していない、家族の形が見える作品を選定した。 

・家族の多様性については、配慮したほうがよい。また、広くどの世代にもわかりやすい作

品がいいのではないか。 


